
本
論
文
は
、
課
程
博
士
候
補
論
文
を
構
成
す
る
論
文
の
一
部
と
し
て
、
以
下
の
審
査
委

員
に
よ
り
審
査
を
受
け
た
。

審
査
委
員
：
西
原
大
輔
（
主
任
指
導
教
員
）、
柳
澤
浩
哉
、
中
村
春
作
、

　
　
　
　
　

有
元
伸
子
（
文
学
研
究
科
）

（31）

武
田
麟
太
郎
と
南
進
論
著
作

シ
ャ
ル
ル
・
マ
ル
タ
・
ド
ゥ
イ
ス
シ
ロ

（
受
理
日
二
〇
一
五
年
十
月
五
日
）

一
、
は
じ
め
に

武
田
麟
太
郎
（
一
九
〇
四
〜
一
九
四
六
）
は
、
戦
前
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
と
し
て
知

ら
れ
、
島
木
健
作
、
高
見
順
と
並
び
、
転
向
文
学
を
代
表
す
る
小
説
家
と
言
わ
れ
て
い
る
。

武
田
麟
太
郎
は
、
明
確
な
転
向
を
宣
言
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
戦
時
中
に
徴
用
命
令
を
受

け
、
蘭
印
の
ジ
ャ
ワ
島
（
現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
に
赴
い
た
。
ド
イ
ツ
ナ
チ
ス
の
Ｐ
Ｋ

（Propaganda K
om
pagnie

） （1）
か
ら
発
想
し
た
宣
伝
部
隊
の
一
員
と
し
て
、
一
九
四
一

年
に
東
部
第
六
部
隊
に
入
隊
し
た
。
こ
れ
は
、
町
田
班
と
も
呼
ば
れ
た
。
こ
の
ジ
ャ
ワ
体

験
に
基
づ
く
作
品
に
お
い
て
最
も
代
表
的
な
も
の
が
、一
九
四
四
年
に
出
版
さ
れ
た『
ジ
ャ

ワ
更
紗
』（
筑
摩
書
房
）
で
あ
る
。
ジ
ャ
ワ
時
代
の
作
品
群
に
お
け
る
彼
の
肯
定
的
な
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
観
は
、『
ジ
ャ
ワ
更
紗
』
に
結
実
し
て
お
り
、
戦
時
中
の
武
田
麟
太
郎
の
研

究
に
お
い
て
最
も
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、武
田
麟
太
郎
は『
ジ
ャ
ワ
更
紗
』に
お
い
て
、竹
越
与
三
郎『
南
国
記
』（
一
九
一
〇

年
）
を
参
考
に
し
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
武
田
麟
太
郎
は
、
伊
藤
直
矢
『
金

儲
け
の
爪
哇
』（
一
九
一
一
年
）、
江
川
薫
『
南
洋
を
目
的
に
』（
一
九
一
三
年
）、
加
藤
鐐

五
郎
『
蘭
印
は
動
く
』（
一
九
四
一
年
）、
入
江
寅
次
『
明
治
南
進
史
稿
』（
一
九
四
三
年
）

な
ど
の
書
名
を
記
し
、
そ
れ
ら
の
文
章
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
著
作
は
、
明
治
期

か
ら
の
南
進
論
を
維
持
し
た
も
の
で
あ
り
、
武
田
麟
太
郎
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
像
と
戦
前
の

「
南
進
論
」
と
の
関
係
を
暗
示
し
て
い
る
。

広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要　

第
二
部　

第
六
四
号　

二
〇
一
五　

二
七
五

－

二
八
二

本
論
文
は
、
戦
時
中
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
と
り
わ
け
ジ
ャ
ワ
像
の
変
容
を
明
ら
か
に
す

る
試
み
と
し
て
、『
ジ
ャ
ワ
更
紗
』
に
お
け
る
南
進
論
著
作
の
存
在
と
、
こ
れ
に
対
す
る
武

田
麟
太
郎
の
姿
勢
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、昭
和
期
の「
南
進
論
」

の
特
徴
は
、
明
治
以
降
の
「
北
進
論
」
に
対
抗
し
て
、
南
へ
向
か
う
日
本
の
植
民
地
政
策

を
促
進
す
る
、
い
わ
ゆ
る
帝
国
主
義
的
な
言
説
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
海
軍
と

陸
軍
と
の
間
の
植
民
政
策
を
め
ぐ
る
論
争
が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
一
九
一
五
年
に

再
出
版
さ
れ
た
『
南
国
記
』
の
序
文
に
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｗ
・
サ
イ
ー

ド
は
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
問
題
を
「
著
作
と
著
者
を
引
用
す
る
シ
ス
テ
ム
」 （2）
と
し
て

捉
え
て
お
り
、
帝
国
主
義
的
言
説
に
お
け
る
引
用
の
あ
り
方
お
よ
び
表
象
の
連
鎖
が
重
要

な
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。
武
田
麟
太
郎
が
南
進
論
著
作
を
引
用
し
た
き
っ
か
け
は
、東
ジ
ャ

ワ
山
中
の
農
家
に
東
郷
平
八
郎
、
乃
木
希
典
の
肖
像
を
見
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
お
け
る
日
本
人
の
英
雄
と
の
親
近
感
は
、
明
治
以
降
の
南
進
論
著
作

群
に
連
鎖
的
に
見
ら
れ
る
。
で
は
、
引
用
さ
れ
た
南
進
論
著
作
は
、
武
田
麟
太
郎
の
ジ
ャ

ワ
を
め
ぐ
る
語
り
に
ど
の
よ
う
に
影
を
落
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
ま
ず
、
戦
時
中
ま

で
の
ジ
ャ
ワ
に
対
す
る
一
般
日
本
人
の
認
識
に
つ
い
て
再
確
認
し
て
お
こ
う
。

二
、「
爪
哇
」
認
識

戦
前
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
南
洋
も
し
く
は
、
南
方
と
い
う
包
括
的
な
領
域
や
地
域
の
一

部
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
戦
前
の
日
本
人
の
南
方
認
識
に

つ
い
て
は
、
人
気
漫
画
『
冒
険
ダ
ン
吉
』
に
代
表
さ
れ
る
、
熱
帯
、
野
蛮
、
未
開
の
土
人
、

肌
の
黒
い
怠
け
も
の
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の
頻
出
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る 
（3） 
。
こ

れ
に
対
し
川
村
湊
は
、
そ
れ
を
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
表
象
と
捉
え
、
そ
れ
ら
は
太
平
洋
の
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（32）

シャルル・マルタ・ドゥイスシロ

国
々
を
中
心
と
し
た
、
戦
前
か
ら
戦
時
中
に
至
る
ま
で
の
多
く
の
植
民
地
文
学
に
見
ら
れ

る
と
指
摘
し
た 
（4） 
。
一
方
、
こ
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
表
象
が
実
際
に
ど
れ
ほ
ど
日
本
人

の
地
域
的
認
識
を
混
乱
さ
せ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
戦
前
の
ジ
ャ
ワ
在
留
商
人
森
亮
太

郎
の
話
が
興
味
深
い
。

　

戦
勝
国
と
し
て
日
本
が
認
識
さ
れ
た
こ
と
、出
国
手
続
が
比
較
的
楽
で
、上
海
、香
港
、

新
嘉
坡
と
飛
び
と
び
に
行
け
ば
、
パ
ス
ポ
ー
ト
が
な
く
て
も
浴
衣
が
け
で
下
駄
は
い
て

出
か
け
ら
れ
た
も
の
だ
、
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
布
哇
え
行
く
つ
も
り
で
出
た
ん
だ
が

爪
哇
へ
来
て
し
ま
っ
た
と
今
は
亡
き
あ
る
古
老
か
ら
聞
い
た
も
の
だ
。 （5） （
傍
線
筆
者
）

こ
の
滑
稽
な
話
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
と
り
わ
け
ジ
ャ
ワ
に
お
い
て
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ

ズ
ム
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
ほ
ぼ
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。「
南
洋
」
も
し

く
は
「
南
方
」
と
い
う
定
義
の
曖
昧
な
言
葉
は
、
こ
の
ジ
ャ
ワ
島
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
に

対
す
る
希
薄
な
地
域
認
識
に
も
貢
献
し
て
い
る
。「
南
方
」
は
、
日
本
の
南
に
位
置
す
る

陸
地
や
諸
島
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
江
戸
期
に
は
新
井
白
石
が『
南
島
誌
』（
一
七
一
九
年
）

に
お
い
て
、
沖
縄
本
島
を
中
心
と
す
る
南
西
諸
国
と
い
う
意
味
で
用
い
て
い
る
 （6） 

。
し
か

し
、「
南
方
」
と
い
う
用
語
が
一
般
の
人
に
広
ま
り
、
国
際
的
に
特
定
の
意
味
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
日
本
の
帝
国
主
義
が
拡
大
し
た
時
期
で
あ
る
。
そ
の
焦
点
は
台
湾
に

あ
っ
た
。「
南
方
」
の
概
念
は
、
一
八
九
五
年
に
日
本
が
台
湾
を
植
民
地
と
し
て
獲
得
し
、

後
に
国
際
連
盟
よ
り
南
太
平
洋
諸
島
の
委
任
統
治
を
任
さ
れ
た
こ
と
で
拡
大
し
た
。
先
の

引
用
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
結
果
と
し
て
、
日
本
人
は
台
湾
、
香
港
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
「
南
方
」
の
地
に
自
由
に
出
入
り
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
蘭
領
東
印
度
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
に
関
し
て
は
、
低
迷
し
た
国
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
継
続
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
台
湾
と
同
様
、「
南
方
」
と
呼
称
さ
れ

る
地
域
で
あ
る
が
、
日
本
人
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
ハ
ワ
イ
な
ど
の
太
平
洋
諸
島
の
連

想
の
ほ
う
が
自
然
で
あ
っ
た
。
当
時
の
ジ
ャ
ワ
を
指
す
際
に
、「
南
方
」
お
よ
び
「
南
洋
」

が
共
に
頻
繁
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
そ
の
地
域
範
囲
に
と
も
な
う
認
識
の
混
乱

を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
用
語
の
問
題
に
つ
い
て
、
一
九
四
二
年
の
太
平
洋
戦
争
の

直
前
に
ジ
ャ
ワ
か
ら
帰
国
し
た
高
見
順
は
、
日
本
へ
向
か
う
船
で
日
本
人
の
ジ
ャ
ワ
在
留

商
人
か
ら
聞
い
た
次
の
よ
う
な
話
を
記
し
て
い
る
。

　

ジ
ャ
バ
は
爪ジ

ャ
バ哇
と
書
き
、
ハ
ワ
イ
は
布ハ
ワ
イ哇
と
書
く
。
爪
と
布
だ
け
の
違
ひ
。
そ
こ
で

内
地
の
人
が
ジ
ャ
バ
の
人
に
手
紙
を
出
す
と
き
間
違
つ
て
布
哇
と
書
い
た
。
そ
の
た
め

そ
の
手
紙
は
ハ
ワ
イ
中
を
さ
ま
よ
つ
て
結
局
内
地
に
戻
さ
れ
、
内
地
か
ら
ま
た
改
め
て

爪
哇
へ
送
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
間
、
半
年
か
か
つ
た
と
い
ふ
。
ジ
ャ
バ
は
ジ
ャ
バ
で
い

い
の
に
爪
哇
な
ど
と
い
ふ
難
し
い
字
が
あ
る
の
が
、
そ
も
そ
も
い
け
な
い
の
だ
。
だ
が

そ
れ
は
字
の
間
違
ひ
と
い
ふ
だ
け
で
な
く
、
ジ
ャ
バ
も
ハ
ワ
イ
も
何
か
ゴ
ッ
チ
ャ
に
し

て
ゐ
る
と
こ
ろ
も
、
慥
か
に
あ
つ
た
に
ち
が
ひ
な
い
。 （7）  

ハ
ワ
イ
と
ジ
ャ
ワ
島
と
の
同
一
視
は
、無
論
「
南
」
の
地
域
に
お
け
る
熱
帯
や
「
野
蛮
」

の
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
い
て
い
る
。
な
お
、
本
来
の
「
野
蛮
」
概
念
に
お
い
て
は
、
フ
ェ
イ
・

阮
・
ク
リ
ー
マ
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
日
本
は
中
国
の
中
華
思
想
を
モ
デ
ル
に
、
古
く

か
ら
「
蕃
」
と
「
夷
」
と
い
っ
た
中
国
の
用
語
を
日
本
語
に
採
用
し
て
い
た
 （8） 

。
中
国
人

は
明
朝
（
一
三
六
八
〜
一
六
四
四
）
以
来
、
台
湾
の
先
住
民
を
「
蕃
人
」
と
呼
ん
だ
が
、

日
本
人
は
こ
の
用
語
を
受
け
継
ぎ
、
先
住
民
を
「
蕃
人
」「
蕃
族
」
と
称
し
た
。
さ
ら
に
、

ア
イ
ヌ
族
や
沖
縄
の
民
族
な
ど
の
原
住
民
を
は
じ
め
、
日
本
の
領
土
に
侵
入
し
て
く
る
民

族
を
「
土
人
」
と
し
て
遇
し
た
。
一
六
世
紀
、
日
本
人
は
ス
パ
イ
ン
人
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

な
ど
の
西
洋
人
を
「
南
蛮
人
」
と
呼
ん
だ
が
、
こ
の
言
葉
に
は
野
蛮
と
い
う
意
味
も
含
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
他
者
と
し
て
の
認
識
は
、
脅
威
と
恐
怖
に
基
づ
い
て
い
る
が
、

あ
く
ま
で
も
野
蛮
性
の
基
準
は
中
華
文
明
と
の
距
離
に
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
台
湾
と
は
異
な
り
、
漢
字
、
思
想
な
ど
の
中
国
文
化
の

影
響
が
少
な
い
地
域
で
あ
り
、
ま
っ
た
く
異
文
化
圏
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
中

華
文
明
の
及
ば
な
い
、
矢
野
暢
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
ま
っ
た
く
「
理
」
の
な
い
熱
帯

地
域
と
見
な
さ
れ
 （9） 

、
文
化
的
に
は
き
わ
め
て
低
い
段
階
に
あ
る
と
さ
れ
た
。
戦
時
中
の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
認
識
に
お
い
て
は
、武
田
麟
太
郎
を
含
む
多
く
の
日
本
人
作
家
の
描
写
に
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
の
支
配
者
と
し
て
華
僑
が
よ
く
現
れ
て
く
る
。こ
の
よ
う
な
描
写
は
、

原
住
民
の
文
明
に
対
す
る
中
華
文
明
の
優
位
性
を
意
味
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
同
時

に
、「
他
者
」
の
出
現
で
も
あ
っ
た
。
華
僑
は
、中
華
文
明
か
ら
離
れ
た
移
民
で
あ
り
、「
野

蛮
」
な
経
済
活
動
に
よ
っ
て
原
住
民
の
富
を
奪
っ
た
と
見
な
さ
れ
た
。
華
僑
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
原
住
民
の
脅
威
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け

る
「
中
華
文
明
／
東
洋
文
明
」
を
両
義
的
に
捉
え
た
こ
と
が
、
戦
時
下
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
お
け
る
日
本
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
特
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

昭
和
期
に
お
い
て
、
中
華
文
明
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
両
義
的
な
捉
え
方
に
は
、
日
中

戦
争
の
泥
沼
化
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
。
姜
尚
中
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
白
鳥
庫
吉
の
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（33）

武田麟太郎と南進論著作

『
東
洋
史
』に
お
い
て
、「
日
本
は「
東
洋
」の
一
部
で
あ
り
な
が
ら
、「
東
洋
文
明
の
枠
を
集
」

め
、「
東
洋
」の
文
化
と
西
洋
の
文
化
を
混
交
さ
せ
て
、西
洋
と
同
じ
よ
う
な「
進
歩
」＝「
文

明
」
の
道
を
歩
む
こ
と
が
で
き
た
」 （10）
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
既
に
成
立
し
て

い
た
と
い
う
要
因
も
あ
っ
た
。
明
治
以
降
の
日
本
は
周
知
の
よ
う
に
、
自
ら
進
ん
だ
西
洋

文
明
を
取
り
入
れ
、近
代
化
を
進
め
た
。
そ
の
結
果
、ア
ジ
ア
の
国
々
に
対
す
る「
野
蛮
性
」

の
基
準
や
見
方
は
西
洋
文
明
を
中
心
と
し
た
も
の
に
転
換
し
た
。
西
原
大
輔
は
、
谷
崎
潤

一
郎
の
一
九
一
七
年
以
降
の
「
支
那
趣
味
」
作
品
に
見
ら
れ
る
中
国
観
に
つ
い
て
、
西
洋

を
中
心
し
た
世
界
観
の
中
で
の
、
周
縁
部
分
に
位
置
す
る
中
国
と
い
う
見
方
が
現
れ
て
い

る
と
指
摘
し
て
い
る
 （11） 

。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
西
洋
諸
国
が
近
代
の
力
に
よ
り
、
多
く

の
ア
ジ
ア
の
国
々
を
植
民
地
と
し
て
獲
得
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
明

基
準
の
展
開
は
、
東
洋
文
化
か
ら
、
西
洋
文
明
へ
の
優
位
性
の
転
換
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ

る
。
西
洋
帝
国
主
義
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
中
国
の
み
な
ら
ず
、
西
洋
諸
国
に
植
民
地
化

さ
れ
支
配
さ
れ
た
民
族
が
「
野
蛮
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
支
配

し
た
西
洋
（
オ
ラ
ン
ダ
）
の
植
民
地
主
義
に
つ
い
て
、
高
見
順
の
紀
行
文
に
次
の
よ
う
な

記
述
が
あ
る
。

　

色
こ
そ
が
少
し
黒
い
が
、
日
本
と
よ
く
似
た
顔
や
身
体
つ
き
を
し
て
ゐ
る
。
こ
の
日

本
と
よ
く
似
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
を
、
誰
が
、
こ
の
や
う
な
憐
れ
な
恥
づ
べ
き
卑
屈
さ

に
落
し
た
の
で
あ
ら
う
。（
中
略
）
同
じ
人
類
が
、
人
類
を
こ
の
や
う
な
卑
屈
な
人
間

に
人
為
的
に
変
へ
て
了
ふ
と
は
、

―
人
類
へ
の
許
し
が
た
い
罪
悪
。

私
は
、
だ
が
、
白
人
の
支
配
者
を
そ
の
点
で
必
ら
ず
し
も
糾
弾
し
よ
う
と
す
る
の
で
は

な
い
。
白
人
の
支
配
者
が
現
れ
る
前
は
、
土
民
は
も
つ
と
卑
屈
に
生
き
ね
ば
な
ら
な
か

つ
た
、
と
白
人
は
言
ふ
。
同
じ
民
族
の
支
配
者
の
圧
政
か
ら
、
む
し
ろ
救
つ
た
の
だ
と

和
蘭
人
は
言
ふ
。
そ
れ
は
或
は
ほ
ん
た
う
か
も
し
れ
な
い
。 （12） 

こ
の
よ
う
な
西
洋（
オ
ラ
ン
ダ
）の
植
民
地
主
義
に
起
因
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の「
卑

屈
さ
」
に
つ
い
て
は
、「
人
類
へ
の
許
し
が
た
い
罪
悪
」
で
あ
る
こ
と
を
、
高
見
順
は
自

覚
し
て
い
た
。
し
か
し
、
の
ち
に
西
洋
の
植
民
地
主
義
に
賛
同
し
た
の
は
、
高
見
が
ま
さ

に
西
洋
的
「
文
明
」
を
身
に
ま
と
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
西
洋
人
の
「
理
性
」
に
依

存
す
る
ジ
ャ
ワ
認
識
は
、
武
田
麟
太
郎
が
引
用
し
た
他
の
南
進
論
著
作
の
中
に
多
く
見
ら

れ
、
武
田
の
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
武
田
麟
太
郎
が
最
も
多
く
引
用
し
た
南
進
論

著
作
、
す
な
わ
ち
『
金
儲
け
の
爪
哇
』『
南
国
記
』
お
よ
び
『
南
洋
を
目
的
に
』
を
考
察

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
武
田
麟
太
郎
に
お
け
る
戦
前
の
「
南
進
論
」
的
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
像

を
見
て
い
こ
う
。

三
、
表
象
の
連
鎖

武
田
は
「
日
本
人
に
対
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
信
頼
感
と
親
密
感
」
の
原
因
を
探
る

と
い
う
設
定
で
『
金
儲
け
の
爪
哇
』
と
出
会
い
、
戦
前
に
蘭
印
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
へ
進

出
し
た
商
人
た
ち
、
い
わ
ゆ
る
ジ
ャ
ワ
在
留
邦
人
の
貢
献
を
語
り
始
め
る
。
武
田
の
歴
史

語
り
に
お
け
る
文
献
の
出
発
点
は
、
伊
藤
直
矢
の
『
金
儲
け
の
爪
哇
』
に
あ
っ
た
。『
金

儲
け
の
爪
哇
』
の
著
者
伊
藤
直
矢
と
い
う
人
物
は
、明
治
期
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
進
出
し
、

商
売
で
成
功
し
た
商
人
の
一
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
主
な
活
動
地
域
は
ジ
ャ
ワ
島
で

あ
り
、
六
年
間
の
滞
在
経
験
に
基
づ
く
文
章
が
、
長
谷
川
善
作
編
『
海
外
移
住
新
発
展
地

案
内
』（
一
九
一
一
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
金
儲
け
の
爪
哇
』
は
、
主
に
ジ
ャ
ワ
で

の
商
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る
も
の
だ
が
、
ジ
ャ
ワ
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
次
の
よ

う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

彼
等
は
南
洋
と
し
い
へ
ば
、
迚
も
人
間
等
は
住
め
ぬ
程
暑
い
上
に
、
恐
ろ
し
い
猛
獣

毒
蛇
な
ど
が
群
棲
し
、
且
つ
昔
語
の
探
検
記
な
ど
に
あ
る
や
う
な
不
可
思
議
な
、
奇
妙

な
世
界
で
あ
る
、
従
つ
て
冒
険
的
好
奇
心
を
満
足
さ
せ
る
に
は
足
り
る
が
、
真
面
目
に

事
業
な
ど
の
成
し
得
ら
れ
る
所
で
は
な
い
や
う
に
云
つ
て
居
る
。
固
よ
り
所
異
れ
ば
品

異
る
で
、
奇
妙
な
風
俗
、
不
可
議
な
現
象
の
、
随
所
に
多
き
は
勿
論
で
あ
る
が
、
然
し

そ
れ
が
為
に
彼
の
地
に
於
て
為
す
べ
き
事
業
が
無
い
、
有
つ
て
も
甚
だ
困
難
で
あ
る
と

思
ふ
の
は
大
間
違
ひ
で
あ
る
。（13） 

伊
藤
直
矢
に
は
、
野
蛮
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
先
入
観
と
し
て
否
定
す

る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
と
の
比
較
に
お
い
て
、「
即
ち
我
々
よ
り
も
下
等

の
未
開
民
が
大
部
分
を
占
め
、
又
蘭
人
と
て
も
今
日
に
て
は
我
が
日
本
を
非
常
に
尊
敬
し

て
居
る
。」 （14）
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
伊
藤
直
矢
の
姿
勢
は
、
文
化
的
意
味
で
の

偏
見
の
解
消
を
目
指
し
た
も
の
と
い
う
よ
り
、
い
わ
ば
経
済
的
な
事
業
活
動
に
お
け
る
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
重
要
性
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、「
故
に
日
本
人
を
野
蛮
人
扱

ひ
、
半
獣
扱
ひ
に
す
る
米
国
と
、
高
等
優
秀
の
人
種
と
し
て
尊
敬
す
る
爪
哇
と
で
は
、
日

本
人
の
価
値
境
遇
は
、殆
ん
ど
奴
隷
と
主
人
と
の
如
き
も
の
で
あ
る
。」 （15）
と
あ
る
よ
う
に
、
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シャルル・マルタ・ドゥイスシロ

ア
メ
リ
カ
で
の
日
本
人
に
対
す
る
偏
見
と
差
別
と
い
う
明
治
期
の
移
民
問
題
を
も
背
景
に

し
て
い
る
。
伊
藤
直
矢
は
、西
欧
人
に
奴
隷
同
然
の
扱
い
を
さ
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、

日
本
人
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
同
じ
立
場
に
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
、
外
国
進
出
に
伴

う
不
安
感
、恐
怖
お
よ
び
西
洋
人
に
対
す
る
劣
等
感
を
裏
返
し
た
感
情
を
表
明
し
て
い
る
。

伊
藤
直
矢
が
『
日
本
事
業
新
報
』
の
一
九
一
一
年
十
一
月
に
掲
載
し
た
記
事
は
、「
爪

哇
更
紗
の
話
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
あ
っ
た
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
が
武
田
麟
太
郎
の
『
ジ
ャ

ワ
更
紗
』
と
酷
似
し
て
い
る
の
は
、
偶
然
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
武
田
麟
太
郎
は
、

こ
の
よ
う
な
日
本
人
が
共
感
で
き
る
「
奴
隷
同
然
の
扱
い
」
の
イ
メ
ー
ジ
も
享
受
し
つ
つ
、

オ
ラ
ン
ダ
＝
西
洋
を
敵
視
し
て
い
る
。

　

オ
ラ
ン
ダ
人
の
政
策
は
、
周
知
の
や
う
に
、
原
住
民
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
注
入
し
な
い

行
き
方
で
あ
つ
た
。
奴
隷
で
あ
る
彼
ら
が
優
れ
た
白
人
の
言
葉
を
使
つ
た
り
す
る
の
は

以
て
の
ほ
か
で
あ
る
と
し
た
。
自
分
た
ち
の
会
話
が
彼
ら
に
理
解
さ
れ
る
の
を
悦
ば
な

か
つ
た
と
も
伝
へ
ら
れ
る
し
、
ま
た
迂
濶
に
オ
ラ
ン
ダ
語
で
話
し
か
け
た
り
返
事
を
し

た
ジ
ャ
ワ
島
人
が
、
叱
責
さ
れ
罰
し
ら
れ
た
と
も
云
ふ
。 （16） 

こ
の
よ
う
な
同
情
は
、『
金
儲
け
の
爪
哇
』
に
お
け
る
「
独
り
大
和
民
族
の
祖
先
た
る

馬
来
人
種
の
故
郷
た
り
、
又
徳
川
氏
中
世
に
於
け
る
吾
が
不
遇
英
雄
の
功
名
地
た
り
し
点

よ
り
云
つ
て
、
吾
が
日
本
と
の
関
係
は
蓋
し
少
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。」 （17）
と
い
う
過

去
に
お
け
る
ロ
マ
ン
的
関
係
に
連
続
し
て
い
る
。
日
本
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
言
説
に
お

け
る
同
一
性
論
の
原
点
は
、
日
本
人
の
南
方
起
源
論
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
関
係
は
、
当
時
の
外
国
に
進
出
し
て
い
た
商
人
の
中
に
多
く

見
ら
れ
た
も
の
で
、歴
史
と
し
て
よ
く
語
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、大
久
保
伝
重
郎
の
『
南

ボ
ル
ネ
オ
と
草
分
け
の
人
々
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　

元
々
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
日
本
の
関
係
は
地
理
的
に
も
歴
史
的
に
も
随
分
深
い
事
は
事

実
で
あ
る
。
史
実
に
基
け
ば
十
四
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
に
か
け
て
南
方
と
の
関
係
は
古

く
は
倭
寇
、
八
播マ

マ

船
、
琉
球
船
よ
り
九
州
の
諸
大
名
や
豪
商
が
競
っ
て
南
洋
交
易
を
盛

ん
に
し
巨
万
の
富
を
得
着
々
と
実
力
を
蓄
積
し
た
御
朱
印
船
時
代
迄
続
い
た
。 （18） 

こ
の
よ
う
な
日
本
人
と
の
関
係
の
描
き
方
は
、『
金
儲
け
の
爪
哇
』
よ
り
一
年
前
に
出

版
さ
れ
た
『
南
国
記
』
に
既
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。『
南
国
記
』
の
重
要
な
点
は
「
日

本
人
を
南
方
起
原
の
「
南
人
」
と
捉
え
、
日
本
人
の
「
北
進
」
は
歴
史
の
約
束
に
反
す

る
」
 （19） 

と
い
う
主
張
に
あ
っ
た
。
従
っ
て
、『
南
国
記
』
の
南
方
起
原
論
は
、
日
本
人
の

目
を
南
に
向
け
さ
せ
る
理
論
と
し
て
機
能
し
た
も
の
の
、
明
治
精
神
を
貫
く
、
い
わ
ゆ
る

日
本
人
の
西
洋
中
心
主
義
的
な
見
方
が
あ
く
ま
で
も
優
先
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
竹
越

は
『
南
国
記
』
に
お
い
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
を
自
立
で
き
な
い
怠
け
者
の
「
土
人
」
と
し

て
次
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。

　

是
れ
爪
哇
人
、
久
し
く
奴
隷
の
境
界
に
あ
り
、
卒
然
と
し
て
解
放
せ
ら
る
ゝ
も
容
易

に
自
か
ら
方
向
を
定
め
て
自
立
す
る
能
は
ず
、
且
つ
怠
慢
、
性
と
な
り
て
、
他
よ
り
強

迫
す
る
者
な
く
ん
ば
、
努
力
労
役
す
る
の
気
魂
な
く
、
耕
作
者
は
其
賃
銀
を
増
加
し
て
、

労
力
を
得
ん
と
す
る
も
容
易
に
之
を
応
ず
る
も
の
な
く
、
其
結
果
と
し
て
農
業
は
衰
退

し
、
貿
易
は
縮
小
す
る
に
至
り
た
り
き
。 （20） 

 

こ
の
描
写
は
、
当
時
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
英
国
の
自
由
主
義
的
な
植
民
地
政
策

と
関
係
し
、
支
配
者
と
し
て
の
西
洋
人
と
同
様
の
目
線
で
観
察
し
た
も
の
と
い
う
他
は
な

い
。
さ
ら
に
、『
南
国
記
』
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

余
は
此
間
、
爪
哇
土
人
に
荷
物
を
運
ば
し
め
、
或
は
物
を
買
は
し
め
、
報
酬
と
し
て

銀
銭
を
与
ふ
る
に
、
彼
等
が
下
座
し
て
、
手
を
重
ね
て
受
く
る
こ
と
古
の
我
國
の
穢
多

族
が
良
家
に
到
る
が
如
く
な
る
を
見
る
。 （21） 

そ
も
そ
も
、
日
本
の
封
建
社
会
に
お
い
て
は
、
如
何
な
る
秩
序
や
身
分
に
も
属
さ
な
い

も
の
が
偏
見
と
差
別
の
対
象
と
さ
れ
た
。
西
洋
文
明
に
も
東
洋
文
明
に
属
さ
な
い
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
「
土
人
」
は
、そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、「
非
人
」
の
民
族
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

竹
越
が
見
た「
手
を
重
ね
て
受
く
る
こ
と
と
昔
の
我
国
の
穢
多
族
が
良
家
に
至
る
が
如
く
」

と
い
う
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
は
、ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
働
い
て
い
た
当
時
の「
ボ
ー

イ
」
や
「
ジ
ョ
ゴ
ス
」
と
し
て
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

一
般
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
対
し
て
も
こ
の
よ
う
な
偏
見
を
持
ち
、
怠
け
も
の
の
奴
隷
と

し
て
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
「
ジ
ョ
ゴ
ス
」
に
代
行
さ
せ
る
。

竹
越
は
「
土
人
日
本
を
好
む
」
の
箇
所
に
お
い
て
、
ジ
ャ
ワ
の
王
子
で
あ
っ
た
ジ
ッ
ポ

ネ
ゴ
ロ
（D

iponegoro

）
の
ジ
ャ
ワ
戦
争
や
、
ス
マ
ト
ラ
島
の
ア
チ
ェ
（A

ceh

）
戦
争

な
ど
の
、
西
洋
に
対
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
抵
抗
を
記
録
し
、
強
い
民
族
と
し
て
印
象
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（35）

武田麟太郎と南進論著作

づ
け
て
い
る
。
し
か
し
結
局
は
「
然
る
に
此
マ
レ
ー
人
は
今
や
日
本
が
海
表
に
崛
起
し
、

一
戦
し
て
支
那
を
破
り
、
再
戦
し
て
露
国
を
破
り
た
る
を
見
て
、
欧
州
人
に
あ
ら
ざ
る
者
、

ま
た
能
く
為
す
に
足
る
と
な
し
、
恰
か
も
旅
客
が
長
夜
を
脱
し
て
暁
星
を
望
み
た
る
が
如

く
、
日
本
人
を
思
慕
す
る
も
の
少
か
ら
」 （22） 

ず
と
述
べ
て
い
る
。
彼
の
南
方
起
原
論
は
植

民
地
政
策
に
向
か
っ
て
お
り
、
民
族
統
制
や
支
配
へ
の
欲
望
が
潜
ん
で
い
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。

矢
野
暢
は
、
近
代
日
本
人
の
「
南
進
」
を
三
つ
の
時
期
に
区
分
し
、「
か
ら
ゆ
き
さ
ん
」

や
小
商
人
な
ど
に
よ
る
明
治
初
年
の
日
本
人
流
出
を
、
第
一
の
「
南
進
」
と
し
て
い
る
。

そ
の
特
徴
は
、国
策
と
無
関
係
な
平
和
的
活
動
で
あ
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
第
二
の
時
期
は
、

太
平
洋
戦
争
及
び
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
大
東
亜
共
栄
圏
を
背
景
に
し
た
一
九
四
〇
年

か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。
事
業
、
商
売
か
ら
帝
国
主
義
的
な
植
民
地
政
策

へ
の
こ
の
よ
う
な
転
換
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
右
記

の
『
南
国
記
』
の
引
用
を
見
る
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
植
民
地
支
配
の
傾
向
は
、

す
で
に
一
九
一
〇
年
代
に
見
ら
れ
る
。

こ
の
南
方
起
源
論
は
、
江
川
薫
の
『
南
洋
を
目
的
に
』
に
も
影
を
落
と
し
て
い
る
。
江

川
薫
は
、「
南
へ
ゝ
ゝ
は
近
時
識
者
の
定
論
な
り
」
と
い
う
『
南
国
記
』
の
名
言
を
引
用

し
て
お
り
、『
南
洋
を
目
的
に
』
に
お
け
る
日
本
人
の
南
方
起
源
論
を
支
持
し
て
い
る
。

江
川
薫
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
日
本
の
間
の
深
い
関
係
を
豊
臣
秀
吉
の
時
代
に
ま
で
さ
か

の
ぼ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
渡
り
海
賊
の
リ
ー
ダ
と
な
っ
た
長
崎
出
身
の
商
人
、
原
田
孫

次
郎
の
伝
説
と
つ
な
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
江
川
薫
が
最
も
信
奉
し
た
の
は
、
人
類
学
の

日
本
人
の
南
方
起
源
論
で
あ
る
。
日
本
人
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
と
の
血
縁
関
係
に
つ
い
て

は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

人
類
学
者
の
言
に
よ
れ
ば
馬
来
人
種
と
亜
細
亜
人
種
と
は
同
一
種
族
に
属
す
と
い
へ

り
。
殊
に
馬
来
人
と
日
本
人
の
酷
似
せ
る
事
は
他
外
国
人
の
眼
よ
り
見
る
時
は
、
一
見

識
別
に
苦
し
む
程
な
り
。（
中
略
）
亜
細
亜
人
種
中
支
那
人
の
大
陸
的
ヌ
ボ
ー
式
な
る

に
反
し
て
朝
鮮
人
は
亡
国
的
顔
相
を
有
す
。
然
る
に
此
点
に
於
て
馬
来
人
は
最
も
善
く

日
本
人
に
類
し
、
皮
膚
の
黒
色
な
る
は
異
れ
ど
も
毛
髪
其
他
の
点
に
於
て
朝
鮮
人
以
上

に
類
似
せ
る
を
知
る
べ
し
。
或
る
学
者
の
如
き
は
日
本
人
の
祖
先
は
馬
来
人
な
り
と
さ

へ
言
へ
り
。 （23） 

武
田
麟
太
郎
も
、
こ
の
南
進
論
的
な
南
方
起
源
論
と
全
く
無
関
係
だ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
彼
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
と
の
同
一
性
論
も
展
開
し
て
お
り
、『
な
つ
か
し
い
風
物
』

（
一
九
四
二
年
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

　

い
つ
か
東
京
と
こ
ち
ら
の
距
離
を
忘
れ
て
し
ま
つ
て
昔
か
ら
ず
つ
と
住
み
な
れ
て
ゐ

る
や
う
な
錯
覚
を
起
す
の
だ
。
誰
で
も
い
ふ
や
う
に
椰
子
の
木
さ
え
へ
な
け
れ
ば
、
日

本
と
少
し
も
変
ら
ぬ
景
観
の
故
で
も
あ
ら
う
。
暗
闇
を
縫
つ
て
靑
白
く
蛍
が
と
ん
で
ゐ

る
。
あ
ゝ
、
こ
こ
は
た
し
か
に
一
度
来
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
感
じ
が
し
て
、
全
く
は

じ
め
て
踏
ん
だ
土
地
と
は
思
は
れ
な
い
。
自
分
の
血
の
な
か
に
は
、
こ
こ
を
よ
く
知
つ

て
ゐ
る
も
の
が
流
れ
て
ゐ
る
の
を
自
覚
す
る
の
だ
。（24） 

こ
の
文
章
は
、
日
本
人
と
の
血
統
関
係
の
比
喩
で
も
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
昔
か
ら
ず
つ

と
住
み
な
れ
て
ゐ
る
や
う
な
錯
覚
を
起
す
」
と
い
う
記
述
は
、
南
方
起
源
論
を
連
想
さ
せ

る
。
さ
ら
に
、
江
川
薫
は
、「
予
が
南
洋
の
各
地
を
巡
遊
せ
る
際
、
其
風
光
と
四
囲
の
事

情
と
は
少
な
か
ら
ず
此
土
地
に
愛
著
の
想
を
起
さ
し
め
ぬ
」 （25）
と
述
べ
て
い
る
。
江
川
薫

は
南
進
論
の
論
者
の
中
で
最
も
ジ
ャ
ワ
の
自
然
に
愛
着
を
示
し
た
人
物
で
あ
り
、
武
田
麟

太
郎
と
江
川
薫
に
は
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
武
田
麟
太
郎
は
本
来
、
南
方
と
は

無
関
係
な
作
家
で
あ
り
、
太
平
洋
戦
争
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
初
め
て
陸
軍
宣
伝
班
員
と
し

て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
赴
い
た
。
旅
行
、
冒
険
、
商
業
な
ど
と
い
う
目
的
と
は
異
な
り
、
彼

が
初
め
て
踏
ん
だ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
地
は
、
占
領
地
も
し
く
は
戦
場
で
あ
っ
た
。
無
論
、

武
田
麟
太
郎
の
背
後
に
は
太
平
洋
戦
争
が
あ
り
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
思
想
と
い
う
新
た

な
帝
国
主
義
言
説
の
影
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
彼
の
使
命
は
「
文
化
工

作
」 （26）
で
あ
り
、
そ
の
仕
事
の
内
容
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
文
化
人
が
各
自
の
立
場
か
ら
真
撃
な
態
度
を
も
つ
て
古
き
原
住
民
文
化
を
探

検
し
つ
ゝ
あ
る
こ
と
は
、
も
つ
と
も
注
視
す
べ
き
で
あ
る
、
政
治
の
面
に
お
い
て
現
状
復

帰
が
先
づ
取
り
あ
げ
ら
れ
た
ご
と
く
、
文
化
育
成
の
前
提
と
し
て
東
印
度
の
オ
ラ
ン
ダ
支

配
以
前
の
文
化
の
発
掘
と
保
護
が
必
要
で
あ
る
、
し
か
し
南
方
に
お
け
る
文
化
政
策
は
第

一
線
の
少
数
の
文
化
人
に
の
み
委
せ
ら
る
べ
き
で
は
な
く
、
日
本
国
民
全
体
の
肩
に
か
ゝ

る
問
題
で
あ
る
。
わ
が
南
方
圏
の
外
周
と
し
て
回
教
圏
と
直
接
に
接
触
す
る
に
至
つ
た
現

実
に
鑑
み
、
回
教
の
研
究
、
回
教
政
策
の
樹
立
が
真
剣
に
考
え
へ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。（27） 

（
傍

線
筆
者
）
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（36）

シャルル・マルタ・ドゥイスシロ

そ
の
た
め
、
異
文
化
理
解
と
い
う
点
で
、
武
田
麟
太
郎
は
戦
前
の
南
進
の
著
者
と
非
常

に
異
な
っ
て
い
る
。た
と
え
ば
、江
川
薫
は
イ
ス
ラ
ム
教
に
お
け
る
一
夫
多
妻
制
度
を
、「
土

人
は
性
来
の
多
淫
と
相
待
つ
て
多
妻
を
実
行
す
る
事
驚
く
可
し
。
地
方
の
豪
農
又
は
酋
長

等
に
し
て
数
十
人
の
妾
を
有
し
百
人
以
上
の
子
女
を
有
す
る
敢
て
珍
と
な
さ
ず
、
彼
等
は

旦
に
同
棲
し
て
夕
に
離
別
す
る
も
決
し
て
意
に
介
せ
ず
」 （28）
と
描
写
す
る
の
に
対
し
、
武

田
麟
太
郎
は
、「
永
く
根
強
い
悪
習
は
一
挙
に
打
破
出
来
な
い
」 （29）
と
解
釈
し
、
一
夫
多

妻
制
に
つ
い
て
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
武
田
麟
太
郎
は
、
次
の
よ
う
な
相
対

的
な
判
断
も
示
す
。

　

事
実
、
統
計
を
見
て
も
、
ジ
ャ
ワ
で
は
調
査
不
詳
を
除
い
で
一
夫
一
妻
は
九
六
パ
ー

セ
ン
ト
で
、
一
人
以
上
の
妻
有
る
者
は
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
即
ち
、
百
人
に
二
人
も

ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
し
て
、
四
人
も
ゐ
る
の
は
〇
・
〇
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
か
ら
、

一
万
人
に
一
人
も
あ
る
か
な
し
だ
。（30） 

右
の
記
述
か
ら
見
る
と
、
武
田
麟
太
郎
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
文
化
に
対
す
る
理
解
が
非
常

に
深
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
武
田
麟
太
郎
は
劇
団
研
究
所
に
勤
め
、
一
九
四
三
年

の
四
月
に
は「
啓
民
文
化
指
導
所
」（Poesat K

eboedajaan
）の
文
学
指
導
委
員
と
な
り
、

多
く
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
文
学
者
と
接
触
し
て
い
る
。
自
ら
志
願
し
た
延
長
期
間
を
含
む

二
年
間
の
宣
伝
活
動
に
お
い
て
、
武
田
麟
太
郎
は
ジ
ャ
ワ
島
と
バ
リ
島
の
町
や
田
舎
を
巡

回
し
、
バ
タ
ビ
ア
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
の
カ
ン
ポ
ン
（
下
町
）
に
も
頻
繁
に
出
入
り
し
て
い

た
。
当
時
の
巡
回
活
動
は
、「
ジ
ャ
バ
の
フ
ク
チ
ャ
ン
」
に
記
録
さ
れ
、『
東
京
朝
日
新
聞
』

朝
刊
の
一
九
四
二
年
六
月
二
十
一
日
〜
七
月
三
十
一
日
の
記
事
に
連
載
さ
れ
た
。
こ
の
よ

う
な
原
地
住
民
と
の
接
触
に
よ
っ
て
、
武
田
麟
太
郎
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
像
が
作
り
出
さ
れ

た
の
だ
ろ
う
。

四
、
お
わ
り
に

以
上
、
武
田
麟
太
郎
と
、
引
用
さ
れ
た
南
進
論
の
著
作
を
分
析
し
、
連
鎖
す
る
南
方
起

源
論
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
明
治
末
期
の
南
進
論
著
作
以
来
継
続
し
て
き
た

日
本
人
の
南
方
起
源
論
も
、彼
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

南
進
論
の
著
作
か
ら
大
量
の
引
用
を
行
っ
て
い
る
一
方
で
、
偏
見
に
基
づ
く
文
明
観
も
批

判
し
て
い
る
。
武
田
の
批
判
の
鉾
先
は
、「
毛
唐
流
の
立
場
と
見
方
」
並
び
に
、「
同
じ
原

本
」
お
よ
び
「
内
容
の
重
複
」 （31）
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
武
田
麟
太
郎
の
批
判
の
対
象
は
、

日
本
人
に
よ
る
西
洋
的
な
民
族
観
の
み
な
ら
ず
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
言
説
に
お
け
る
偏
っ
た

イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
に
も
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
武
田
麟
太
郎
が
、
南
進
論
著
作
に

お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
像
の
偏
見
を
自
覚
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
は
「
大

東
亜
共
栄
圏
」思
想
と
い
う
新
た
な
日
本
の
帝
国
主
義
言
説
と
厳
密
に
連
携
し
て
い
た
が
、

明
治
以
降
の
日
本
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
偏
見
を
変
容
さ
せ

た
人
物
で
も
あ
る
。
こ
の
意
味
で
武
田
麟
太
郎
の
『
ジ
ャ
ワ
更
紗
』
は
、
も
う
ひ
と
つ
の

日
本
的
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
特
性
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
。
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シャルル・マルタ・ドゥイスシロ

Takeda Rintaro and Literature of the “Southern Expansion”

 Syahrur Marta Dwisusilo

Abstract: During the Asia Pacific war, Takeda Rintaro published Java Sarasa (1944) which 
became the most prominet work about Indonesia. Takeda Rintaro is a Japanese writer who had 
been assigned and ordered by the Japanese army as a member of propaganda unit in Java. He 
quoted several important references such as Nangokuki (Chronicles of Southern Countries) (1910), 
Kanemoke no Jawa (Making Money in Java) (1911) and Nanyo wo Mokuteki ni  (1911) (Southern 
of Destination) to depict the romantic relationship between Japanese merchants and native 
people of Indonesia. The references quoted by Takeda mention the discourses of the Southern 
Expansion at the end of the Meiji era. Java was identifi ed as a part of “Southern Area” (Nanpo 
or Nanyo), which had similarities to other pacific islands such as Hawaii. Discourses of the 
Southern Expansion were associated with images of the primitive southern islander (tomin or 
dojin), in which Takeda asserted that the racial discrimination and stereotyping of Indonesians 
as the results of westerners perspectives. This paper observes the relation between the 
Southern Expansion references with Takeda Rintaro’s writing about Indonesia during Japanese 
occupation. The result of the analysis shows that Takeda Rintaro’s writing on the image of 
native Indonesian was also constructed based on the theory of Japan’s Southern Origin, which 
was usually applied on the Southern Expansion discourses. The similarity of anthropological 
identity laid the base for arguments to depict the relationship between Japanese and 
Indonesian.

Key words: Takeda Rintaro, Indonesia, Southern Expansion, Orientalism
キーワード：武田麟太郎，インドネシア，南進論，オリエンタリズム
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